
編集部からのお知らせ

 高校版　オンラインセミナー開催！

 高校版　読者コミュニティー参加者募集中！
この度、  高校版の「読者コミュニティー」を創設しました。現在、今年度の活動にご参加いただける先生を

募集しております。弊誌は「先生方と共に創る 教育情報＆オピニオン誌」として、これまで以上に学校現場の先生方

とのつながりを深めてまいりたいと思っております。本コミュニティーの趣旨にご賛同いただける先生方のご参加をお

待ちしております。

URL  https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article36223/

２次元コード

詳細は
こちらから！

『VIEW next』の LINE を友だち登録していただければ、オンラインセミナーの最新情報はもちろん、

本誌の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』内の該当

コンテンツに、ダイレクトにアクセスできます。この機会にぜひ、友だち登録をお願い

します！

方法❶　右の２次元コードを読み取る

方法❷　LINE アプリの「友だち追加」＞　「ID 検索」で「@view21」と入力して追加
友だち登録の

方法例

公式アカウント

友 だ ち募 集 中！

本誌発刊

本誌の特集の
テーマと連動した

オンラインセミナー

各号の発刊後に、特集テーマについてさらに理解を深める！今年度は各号の発刊後に、特集のテー

マと連動したオンラインセミナーを

実施します。読者から寄せられた特集

の記事に対する質問に答えたり、特集

を読んで改革の一歩を踏み出した学

校・教師の実践を紹介したりするなど、

＋αの情報が得られるセミナーです。

オンラインセミナーの最新情報を受け取りたい先生はご登録を！

４月号・特集「なぜ、あの学校は人が動くのか？」
オンラインセミナー実施概要

開催日時 2026 年6月16日（火）
 16：00〜17：00
形式	 オンライン（ZOOM 配信）
※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。
※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。

問い合わせ先 お客様サービスセンター　0120–350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8:00 ～18:00 ／土 8:00 ～17:00 （祝日、年末・年始を除く）

参加申し込み方法 
右の２次元コード、
または下記 URL からお申し込みください。
https://view-next.benesse.jp/view/
web-hs/article36221/

参加申し込み締め切り日  2026年６月12日（金）

管理職を始めとするリーダーのお立場でいらっしゃる先生はもちろん、

将来の学校を担われる若手の先生も含め、多くの先生方のご参加をお待ちしております。

誌面を読んで疑問に思ったこと
がセミナーで解決できた！

得られた情報が改革を実現
する上でのヒントになりそう

参加費
無料

各号の特集のテーマと連動！ 年ほど前、初めてのクラス担任としてかかわった２年

生男子のＡさんは、度重なる喫煙によって中途退学寸

前の状況にありました。反抗的なAさんを独力で育てるＡさ

んの母親の苦労を察していた私は、担任である自分の力で彼を

更生させたいと思い、禁煙に成功した知人の話を彼に聞きに行

かせたり、休日に一緒に座禅を組んだりと、喫煙をやめさせる

ために様々な指導を行いました。「もう吸うなよ」「分かった」。

彼とそんなやり取りができるようになり、「私の思いは伝わっ

た」と、すっかり私は安心していました。

　しかしその後もＡさんは喫煙をやめられず、中途退学とな

りました。彼の最後の登校日、「吸わないと言ったじゃないか」

と恨みがましくつぶやいた私に、彼は言いました。「お袋からも、

外では吸うなと言われたんだけど……」。私はあぜんとしまし

た。いくら担任の私が喫煙するなと言っても、母親が「家の中

なら……」と言えば、子どもは喫煙をやめないでしょう。喫煙

についての考え方を母親と目線合わせをしなかった自分を責め

ました。自分のミスがＡさんの中途退学を招いたという後悔は、

私の心に残り続けました。その後、Ａさんが県内で社会人とし

て頑張っているといった近況を聞くこともありましたが、その

度に、彼に対する申し訳なさがよみがえりました。

さんが学校を去って10年以上が経ったある日、私は地

元の食料品店で、青年となったＡさんが歳を重ねた母

親を支えるように買い物をする姿を見かけました。彼が私に気

づき、会釈をしたような気もしましたが、私は過去の申し訳な

さから、声もかけずにその場を後にしてしまいました。

　その一件以来、「私はこれまで、母親との目線合わせを怠っ

たことを悔いてきたが、それは母親を自分の味方につけたかっ

ただけなのではないか」と考えるようになりました。「喫煙は

駄目だ」ということだけの目線合わせをしていたら、母親とＡ

さんを対立させてしまったかもしれない。そうなっていたら、

寄り添い合うように買い物をしていたあの親子の姿を、私は目

にすることができなかったのではないか。反抗的な息子の気持

ちを何とかしてつなぎとめようとしていた母親の思いを理解で

きなかった自分の未熟さを思い知りました。しかし、教師とし

ては喫煙を容認することはできなかった。では、あの時、私に

何ができたのか。Ａさんと母親に対して、私はどんな行動を取

ればよかったのか。その「答え」を私はまだ見いだせていません。

社会のルールは当然守らなければならない。では、教師
としての正義を貫くことと、親子の関係を守ることをど
うすれば両立できたのか。後藤先生が今も抱える葛藤を
語ったウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article35957/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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ごとう・まつたろう ● 同校に赴任して27 年目。教頭。
進学課長として同校の進路指導を長く牽引してきた。

2023 年度の創立100周年を契機として、
24 年度に通信制課程を新たに設置することになり、

その中核的な役割を果たした。

静岡県・私立沼津中央高校

後藤松太郎

先生なら、
どうしますか？
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※プロフィールは、2026 年 3 月時点のものです。
イラスト：カモ
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https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article35957/?s_oid=s002
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article35957/?s_oid=s002

